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1 研究目的及び方法 本研究は、昭和62年度の準備期間をふくめて、 4~5 

ヶ年計画のもとにすすめられているもので、今回の報告

周知の如く、今や社会福祉問題は、国民的課題といわ は、以下の方法による過程をまとめた初期的中間報告で

れ、生活ニーズの多様化にともない、地域における福祉 あることを付書しておきたい。

サービス領域拡大の方向にある. ①袈 1 に示す法人内 A~E施設の 10年前後の経験をも

その過程で、既存の諸禍福祉施設の機能の見直しが求 つ処遇職員 5名、及びT大学社会福祉噂攻の大学院呈2

められ、従来の限定された機能のみではなく、地域のニ 名、当研究部 2名という 9名の構成によって定例研究会

-;;(にフレキシプルに対応できる機能、ネットワーク申 を発足させた.時には告施設長、理事長の害加もあっ

拠点となりうる機能など、地域に根ざした存在として機 た。

能することが求められてきている.出生車の低下、家族 ②定例研究会祉、ほぽ 1ヶ月に 1回開催し、その都度

の養育機能の脆弱化、地域の教育力の希薄化等々が唱え の記録により分析を試みた。加えて施設に一日入り、処

られ、一方では処遇困難といわれるような複雑、多様な 遇臓員と行動を共にしながら、入所児・者の生活の動き

問題の入所児認を抱えている児童福祉施設は、その存在 を観察し、骨折を試みた。それをもとに処遇(各施設)

意義や処遇内容が悶われている現状である.児童福祉施 内容の明確化をはかるととにより、処遇の枠組作成を試

設は、他の福祉法に比し多種類の施設を有し、今やその み、検討に入っている(現在続行中). 

編成についても検討する必要があるのではなかろうか. ③表 2の協議テーマにある掴く、実態にそくした課題

このような課題を管景に、施設が地域を器量産とした児 提起と相互聞の受け止め方について検討しあった.とく

童福祉サービスの拠点となりうるため、現状を直視しな に内容のポイントをおさえ、各施設の限定した一自の流

がら、より望ましい方向を模索する必要がある.そのた れを異体的に追いながら、処遇内容を分析し、処遇記録

めに、一法人で総合施設として児童、障害者、老人に至 内容にも十分ではないが、関わりをもった。 ζ れについ

る施設運富をしている 0法人を選定し、施設相互間の機 ては、処遇の枠組作成後、詳細な検討に入る予定であ

能ネットワーク展開にむけての課題に取り組むととにし る.

た。そとで、一法人を小地域とみなし、施設相互間で処

遇向上へむけて、各機能をいかに生かしうるか、どこに 注】川西民総研究民除平成元締 3 月まで多加し叫

ネックがあるのかを見出す努力を霊ね、各施設における 殴 } その後は坂*健研究飼の曾加をえている.

処遇職員{ケアーワーカー)の職務内容を明らかにしな

がら、処遇の専門性を究明することをねらいとしてい

る.加えて、ある一定の地域を舞台として、一貫(ある

いは一環)した処遇のあり方、すなわち、コミュニティ

ケア、在宅福祉サービスの実体にもふれていきたい.
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表1 0法人施設一覧{研究会参加施設のみ)

施設名 根拠法令 種別 利用
[認可年] 手続

(施設種別)

A施設 児童福祉法40条 第2稲 措置

[昭和30年]

(保育所)

B施設 児童福祉法制条 第 1掴 措置

[昭和22年]

(養護施設)

C施設 児童福祉法38晶 諦 l種 措置

[昭和40年]

(母子寮}

D施設 精神薄弱者福祉法 第 1種 措置

[昭和45年] 18呆

{精神薄弱者

更生施設]

E施設 老人福祉法14条 第 l種 措置

[昭和四年]

(聾護老人ホ
ーム}

処遇 措置の 目的及び対草書 入所{利用

形態 実施主体 )の窓口

適所 市町村 日々保護者の委託を受けて保育 市町村(福

に欠付る乳児又は幼児を保宵す 祉事務所)

る

入所 都道府県 保護者のない児童、虐待されて 児盟椙翻折
指定都市 いる児童、その他環境上養護を

要する児童を入所させとれを養

識する

入所 都道府県 配偶者のない女子又はとれに準 福祉事務所

市及び福 ずる事情にある女子及びその者

祉事務所 の監護すべき児盤を入所させと

を設置す れらの者を保識する

る町村

入所 都道府県 精神薄弱者を入所させて保護す 福祉事務所

市及び福 るとともに更生に必要な指導及

祉事務所 び車時車を行う

を設置す

る町村

入所 都道府県 身体上もしくは精神上又は環境 福祉事務所1 
市及び福 上の理由及び経済的な理由によ
祉事務所 り居宅聾護の困難な者を入所さ
を設置す せ聾護する
る町村

入所児ー者の年齢層 機} 職員内訳 定員

。l 6 15 18 20 65 在籍数

職員数 20 定員70 現員71
施設畏l 保母13 。歳児(白)9人を保母3人
看護婦l 栄華士l l歳児{桃)8人を保母3人
調浬員3(内ルト2) 2歳児{宵)13人を保母 2人
用務員l 3歳児{赤)13人を保母 l人

4歳児{緑)ll人を保母 l人

5歳児(黄)17人を保母 l人

!li 
職演数 19 定員43 現員36

施設長 l児童指導員5 5部屋職員 2人ずつ

保母6(内非常勤1) (男女ペア)
事務員2 栄養士i '1母生~高校生
調理員4 男子20 女子16 計36

lli 
職員数 7 定員26世帯

施設長1

書記報告年指導員2 在籍 26世帯児童41名
母子指導員3

(内非常勤1)
用務員1

職員数日 定員男子44女子56 計100
施設長1 指導主任1 (重度~:定48)
指導員35 事務員4 現員100
栄聾士l 調理員7 生活部
介助貝l 看護婦2 1階7クラスー女子
嘱託医l 2階9クラス一男子

3階5クラス一女子

一部屋 4人に生活指導員 11
-2人

作業部 10パート

lパ トに作業指導員 l人

霊の手帳 (1度-2 2度-45

I I 3度 43 4度ー10)

l l l l 1 1 TJ  l l 11 寸1 1 l l l 寸il l l l f l l l l l i I l l l l 「
職員数 32 定員168

施設長l 指導貝2 現員168 (内10名外部病院
寮母16 事務員2 に入院中)
看護婦2 栄養士1

調理貝8



総 研究会開憧総岳噴

回 月日 協議テーマ 発題(協識の場) F搭のポイント 全体としての関わり

第1回 62.5.30 研自究由会協議発晶の趣旨説朋と 全体

ついて

第2回 62.6.17 T 
全を体申む(朋とし児て)・者

聾摂器銃器鰻E1f諺7 

施官置設艇聞のの協あ力り及方び機

第3回 62.7.22 全体(職員を中 b

欝 諜報i地&てを主、域、主施施と法設¢設人有処入全所効置体の児なの交一部者流「夏のとと祭職場して員りと」、どし
として

ののそげく調のかよら努整がれう、にをた見具翼.にど寂申向体的す肘よ課るう題恥に、図各と施そっし設ててし上問いて

第4回 62.11. 6 T 者D更施生設施(精設)輯縛弱

施設内

。こ
お

暗
第5回 62.12.4 る ホE施ー設ム)(聾護老人

題鵬年場五点と窓勢し踏てf越Mt勢溢抽み能誌払間溢緯2辞2f吹t職EE2EZ2 制

の者会の入場人撚所合のサ児増で加あ・者れ)のばに定、対化高す齢る(対でE虚応施績設弱ケ 対する接
ア ヒから、
の さらに処
課 ためのケ
題 などが問
と られた。
そ

第6回 63.1.22 の C蹴(母子寮)
背

景及び

対応策

4こ
つ

第7回 63.2.17 u、 A施設{保宵前

会め関大と且係のにし所は付て意児、けい見他のがく・悶者中出と糠のとさで虹担カれ々湿盟週なた盛施喪.向設上岡でのあをとの拡たる
て
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阻R究会開催経過続き)

回 月日 協議テーマ 発題(協議の場) 内容のポイント 全体としての閣わり

第第8 回 63.3.23 B施設{聾護施設

-陪のめ細対矧に応行求且動め上の④をら時持れ他砲施るつ児施設と誼設しへ地て機の、減能4取のと渇のあり司組交り朗み方関流等保を@活に線発つ調珪差のにい難是憧て検正進しi討さすbj題るさ②れへた 入相争ーU各れス逝施の記カ滞方設録留針にの草なよさ耳い官れってたし.i。、傾首新向用規面ι受でケのけ
9回 63.4.27 

た。

第四回 63.6.8 T 
制全のれ体一)と職日()の員J生のR活勤児の務者読体

内調会るを一容盤陸各宮施助@邸入設と主所の聞し点児のて検相、①互者を行理施と解家設な生棋をう高活ことのめのと

施設

生活

揮日回 63.6.24 の
主の体lt町{i入範所囲児)・者

議営ー.w室努傾弘向主EF五と堅6期な3金叫mtぷ1設2-?2よh主紫張間号…富ZE5叡3民会、
会主昔前がはかられてい「なて{しR嚇Iを

第12回 63.7.20 
実際

EのなZ問子すのべど関もき述俄か¢足(円進E肱にな向設が付とりがCI見蹴ら貴

れないこと)

第13回 63.9.16 
施全り体設)生(活姐上畠方の針きとま

-で味ェ施利なッ設用関ク宝者す連活がるを持上どとの共つのにのよきか、まうにそにり把れをつ検握らい討カてさ唾れ考.出察醐て血方いし間針るた金か.と銭をど具の体現行動的度有画に等チ意 問会力<J;の詰、き据栂及まF植4びり5等教はの遣に、官見入的い所配にら児れ慮よむるる各者主も要施のの設能性で

ゐることが確認された.

第第1145回回
63.11.4 B施設(聾護施設

-設指遇よ魁圭導のう体内なあ且記の容上りの指録方と課導ののが題笹方相上針遣げとき方のしとら調てれ、③整、そた①の干.②担場ど当面対も応職場の状面貝心の況でを指対がつ応導的か方確むし針にたよ職伝又うわは員な施処のる
63.12.19 

施設生

第16回 1. 1. 26 ホE施ー設ム)(養護者1
-れ場カぢ同各るP開フこな拓いロと、等アこλごカと調且、と葎理入で事ZR{にと士斤対事し音ののてしバ能報てE告力ラ耳さン劃・個れス助に性きた若か。を干け生のるか祖プせ遣ロるがグよ見ラうムなら 容施会発者設述のと寓遅の滞齢附幌化を持Jと~$iのつZ告入関書所連と者でな叶、る陣D と活

の

実際
と

第17回 1.3.17 A施設(保育所j

まz一i喝索鎚為滋瞬山E詰噛E訟ー官里tF諸M2君さ3詔m龍
第18回 1. 4. 21 C施設(母子寮)

施生設

活

の

実際

第四回 1. 5. 25 
者D車施生設I飯(精田神薄弱

-波智問町車野一喫猿一竺ZhZRF一哲寝az繋 …rd誌で→囲t空t内d挺 で 政唱2b、車る

的会I活印用醐が施は設かとらのれ関て際は→いも可極る

が、 さらに進んにう必だに要相は互かな理交つ解涜てののい途を築くため

くか

こと

の 封てーも2い印2扇そ時〈t奮とd五がと講伺五fし叫縫ーてうど絡の綬信2うと監事ない2 ー
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11 各種福祉施設問における機能の共通性と相違性 助一スポーツ指導、興味による活動、職業指導噂ーが取

一施設処遇の観点からー り入れられτいる.このように、日常生活援助と専門的

援助のパラン1を配慮している.双方が連携し、その過

児童から老人に亙るまでの処遇の一貫性を検討するた 程で入所児 者の自立しうる領域句拡大にむけて、処遇

めには、各施設それぞれの有する機能を明らかにすると 体系を築き上げようとしている φである.

とが必要である.そこで一法人によって運営されている 第五に、施設処遇は人間関係の密度を深めること、す

告施設の共通性と相違性について、その要点をまとめて なわち、入所児・者一臓貝相互関係の創出がその基本と

おきたい。 ならねばならない.職員は入所児・者四基本的欲求や心

理・社会及び文化的欲求の充足を、介助をはじめとする

1. 施設処遇にみられる共通性 具体的援助を通して、生活の場を相互に共有し合うよ

まず第一に施設は、生活の拠点であるということであ う、努力している.

る。 0法人では、 E施設老人の起床に始まって、 B施設 第六に、他の社会資源との連携を積極的にはかつてい

高校生の就寝に至るまで、洗面・金事ー掃除・洗溜・入 る己とである。例えば B施設においては、児童の将来の

治他、基本的生活が富まれている .ζ の日常生活が保障 生活に備えての労働実習に対する受け入れ先開拓、 D施

されることによって、基本的欲求が充足されるわけで、 設では、入所者の余暇活動の充実をはかるための地域賓

との過程を過じて、入所児・者の情緒安定が図られてい 源{区民プール 茶室他)の活用に見られるように、入

くのである。 所児・者に対する処遇向上の観点から、書種資源とのネ

第二に、職務及び処遇骨折表(表3)からも伺えるよう ットワークづくりに取り組んでいることである .ζ のょ

に、各施設毎に独自の日課が組まれていること、そして うに、各施設とも施設の社会化を積極的に推進し、施設

さらに入所児 者の発速や障害の程度に適合した各種行 置源の地域開放や、ボランティアの導入など、処遇の社

取が企画されていることである。例えば B施設では、児 会化を目指し、模索が続けられている.

誌の在学年及び学力に適合した学習指導を積極的に展開 以上、名施設簡の機能の共通性として 6項目をとりあ

している.また併せて最暇活動の一貫として、児童の希 えずあげてみた.しかし、各施設において、共通機能の

望によるプログラムー習字教室や華道教室ーを外部鵠師 持つ意時合いは異なってくると思われるが、帯施設の保

{ボランティア)の援助を得て実施、処遇の一助として 有すべき必須条件や、基本的機能を盤理しておくとと

組み入れられている.さらに児童の施設内における人間 は、施設職員の専門性を具体的に検討する上で、霞要な

関係の形成及び、集団を媒介として成長をはかるためク ととである.

ラブ活動を積極的に行なっている.このように入所児白

書一人一人が集囲内での役割遂符経験を通して、人間関 2.施設処遇にみられる栂遺性

係の拡大がはかられる。それは、プログラムの内容は異 次に、各施設聞に見られる相違世についてあげておき

なるが、ねらいは閉じである. たい.

第三に、集団処過と個別処遇が両者のバランスの配慮 第一に、 O法人内施設一覧表(袈 1)に示す通り、 A-

申もとになされていることである。例えば E施設におい C施設は児童福祉施設、 D施設は精神薄弱者更呈施設、

ては、書種クラブ活動や自治会等が活発に行なわれ、そ E施設は老人福祉施設である.それぞれの法的根拠と運

の活動の場面場面を捉えて、入所者の相談に応じたり、 宮方法が異なるととである。従って根拠法令叩遣いか

日常的接触を大切にしようと努力している。行事を中心 ら、措置機関や公費投入方法などの迎営面での相遣はも

としたグループ活動や、生活基礎集団である居室単位の とより、各法によって入所児・者の範囲が特定化され

グループ活動帯、入所児ー者間でのグループダイナミッ る、すなわち入所児ー者の状祝による専門分化されてい

クスを活用し、同時に、個別処遇の量的質的確保をいか ることが指摘できる.

にはかつていくかが課題とされている. 次に、それぞれ当該法の条文にも見られる通り舟施設

第四に、基本的欲求の充足をはかり、さらに心理・社 種別との関係から、保育(A施設)、養護(B施設・ E

会及び文化的欲求の充足をはかるために、専門的援助が 施設)、保護 (C施設・ D施設)など、多様な処遇を意

期待されている己とである. D施設の場合では、入所者 昧する用語が存在することからも伺えるように、それぞ

の身辺介助による日常的ケアの充足を基本とし、入所者 れの施設において、日常生活処遇及び専門的処遇の具体

それぞれの陣寄の程度に応じ、自立にむけての専門的援 的展開に棺遣がある.つまり各施設におれて、ー入所児・
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.事3 服務及び処遇分析轟①-A施設(保育所)

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

入所児日の保日銀
{ーの宵の涜れ

11 11 11 11 1l1130畳園 |f11刊自(虫健}遊康び担 1l!1設2F首X雪定開保担陶量保ま育れ|{散悶歩別)1 |1l 岨食 11' 3昨 睡 11 l 1 ' 1 

勤務形態 1保平母日1

0内は勤務保母数

個別援助

l l 11 l l11 1l 13始瓶{特詰例寸!保l育} i 11 11 11 11 11官滋Z21 i 

日常生活援助

!i! T|| !i| !ドげ伊2J池 !i川|排衣一服F平1の着血!| 指導 i| 言宜工烏寸|管UシHA迂加日童押 || i | 

学習指導(保育}

i i!宮wiE吋長持ii町1i
余暇指導 l 1l 1 1 l 1 1 l 1 1 l 1 1 l 1l | l|  l l 

生活環境整備

i 1 i 1 i 1 i11{嗣1 il i i il 君揖許可! 1 l 

保健健鹿指導

ji il li ii榔 「 一「市児ムi) |i 寸l平睡指導 li j l 

対人間慌調整 T1 1 寸11l  1 1l  11 l1l 『1l l 1 1 1 1 l 1 1 1 

職業指導
1l 1 1l 11l  1l  11 l 11 i 11 l 11 l 11 i 11 1 1 1 

蛮族関悟調整
1 1 l 1 11 1 l 11 1 l 1 1 1 l 1 1 l l 1 l l 1 1 1 l l 1 1 l l l 1 1 l 1 1 l 

実アボ習フラターケア
生シのテ置ィアけ入れ 1 11 11 1 1 1 1l 1 1 1l1 1 1 | | 吋1習生の指# ! l l 

事務整理

1 1 1 1 1 1 1 1霊語蜘1 11 1 1 1鵠Ll i 
益部機関との連絡調

l |l I l |l 1 l 1 |l l l l1 l|1 所絡福祉調と事の整務連 1!| l 1i1 i1l I|! 係*私保保育週歯国キ| 

金鍛・打ち合わぜ

1 l 1 1 1i1 1 1 1i1  1 1 1 1  1 1l 1 1 l 1 l 1 l 1 1 1 l l 1 1  1 1i 1 1 

雑務・その他
l | l | l |関所申備 l| l !見学対応

入所希望者1・一服} !1 !1 父(母年懇4談回
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-表3 聴務且ぴ処遇骨祈②ーB施設{韮護施設)

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

qE官22語の涜れ i 1 l 1 l1 l 1 望書庫 |l 1 滞金 い1l 5畳校 1l1 1l 1 l 1 l 1 l 1 1 

勤務形態
1 ・! l|恥察長①咋・事)務員@ト| l | 1 1 1 1 

0内は勤務除員数

草書舗 I I I I I 1 1 

個別損助
l l l l l l l l l l l l il ll ll -斗l 

日常生活援助

i1 i13黙国の指帝司iり京「i語義lit i i i l 同i 1i 1 i 

学習指導

1 1 L i1 J1 i1 l1 1i1l 1 11  1 
余暇指導

l1 111 1!1 l 1 1 11  1 1l 111 l 111 l i1 1 1 i1 1 1 1 l 1 1 l 

生活環境整備

lll ll l ll l Ml1患のI点検 ||1掃洗湿除干し 111 1 1L 11l 卜1l布取塁 i l l 

保健・健康指導

1 |1 L 1 |11 健把康握輯司11薬出し 1 |1 1 |11 憧欠席庫児管童理岨i1 院・ 11 11 11 1 

児童由人間関係調整 1l 1 1 1!1 1 ?4 』1111  1 『11111 111 1 1 11 1 11 1 1 1 1 i 1 1 

職業指導 1 1 1 1 11 i l 1 i l 1 l!i 大暇-労視中噛察10英日・吉晶刷の}会指-指g導導前(指中|導3夏期強拶体 1i 1 1 i 1 i 1 1 

軍族関係調整

1i 11l 111l 1l 1 1i 11l  111l 11 l i  i lj  i l 

実ボア習フラ生タンのーテ畳ケィアア付入れ 11 1 11 1 11 1 1l 1 l l |時習生ゐll柑指導l遺園生宜品}1磁場訪問 l1 l 1 1 1 

事務整理

i 1l l1i J1l 1I j 1i 1 1l 1l1記物録品華整理理 il 1 l i 1 l l 1 

量部機関と申連絡調

l i i |l i i l i l i il |宅連相絡調との置 学校?問 1i 1i重鵠宅明ソi量トl 

会鎖・打ち合わせ

ii  i i i 医せ| | |鋪{4
雑務・その他

ll1l |l1l -開門 il l|お関し金係(コd手}明聾ト1l1l1出ミ lll 1l 「1 1同itl:>l'便物けの 111 1 1 1 1l 1 
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.事3 職務且ぴ姐遇骨折@-c胞設(母子寮)

5 6 1 8 9 10 11 12 13 14 

ザー児自の者生の活の日課涜れ 1l 1 1 l 1 1l 1 起床 ll1 学校齢児畳 |l1保畳育園園児 11 1 11 1 111 1 1l l 1 1 

勤務形態

1 l I l l 1 l l l l 1l lll 寮長① ;|ll用…母h 務員①猶骨導草占ー
0内は勤務職員数

旨 自動@| |師①II I 
Ji I j i l l l l l ll 宿直① l l l l i l i l 

個別館助

E 11 l 1 i  3 1 1131 l 11 11l 1 t 1 1 1l i 1 1 l i 1 1 1  1l 1 1l 1 1 l 

日常生活援助

i ! ll il 障L り J陣園 !i l l 陣1 zJ1 l 1 

学習指噂

1 1 l l l 1 1l I l 1 1l l I 1 l l l 1 1 1 l l l l 1 l l l 1 ll l |l t |1  | 

余暇指導

l 1 1 l l i 1 1 ll 11 1 |l 11 1 1 l 1 1 1 1 l 11 l 1 l l l 11 111  l 1l i 11 1 i  ト1 1 

生活環境整備

i 1 i 1 i 1 i 1 i 1 i 1 l 1 i 1 i1 一寸1 

保健・健康指噂

11 11 11 11 11 1 1 1 1 i1 糊の蹴1 補助 l! 同1 車 i 1 

対人関係調整

1 11l 1 1  11 l11  11 |111 l 1 1 1 1 1 l 1 l 1 1 1 1 11 l 1 1 l 111 l i111 1 i  1 l 1 1 

厳軍指導
」11l 上11 l 1  1 l l 1l l l i 1l l 1 1l 11 11111l  1 1 

軍族関係調整

ll 1 1 1 l l1 1 1 l l 11 i l l 11 l J 1 1 1l 1 1 1 1l1  1 1l11l1 J』11 l 1 1 l 

実アポフタ ケア
習ラ生ンのテ受ィアけ入れ l l1l i l1 l i i1 l l l |1 l l !1大実指習導生 l!1自治(県?の内壷耕1吋入「れ l 11 i11 卜1 l 

事務整理

1l 1l Ji lI L|記録整理 |1 l1 書類整理 11 11 1 1 

タ整宇部機関との連絡調

1 11 1 11 111 11 1 11 1 福祉事春1闘との迎申1調整 1 1 1 1 1 1 

金銭・打ち合わせ
l 1 i l l ll l 1t i l 11 l 1 1 連絡会 臓圏全 [木]! 百会 i

雑務・その他

il 1 iil 同lり 号l上 i1l i!I |!l生郵仕協便仰仲物子の1卜l5諒「llA説E ll頑張!l 
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.車3 聡務且び処遇骨折@ー D施設(精神薄弱者更生施設)

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

入{所ー者自のの生日課活の潰れ l l 1 i l1 l|1 起床 l|1 朝棚食掃 |l1 恕巡作軍関 ll1 l 1 1 i1 l 30昼食 1 !締除 1 l 

勤務I形生態活指務員) |l !1 早番 I ~;;1;' I 日勤「
Hhエミ由謡曲剛 | 抽世前出 I I l 1 l 1 l1 N雄 a吉←

|作草Pl ・ー I I I → I I 
宿直 I I I I 

個別銀劫

l l 1l l j l ll 1 l 1l 1 1 l l 1 i 1 l 1 l1 l i1 l l 1 l 1l 買物指導 ll 

日常生活掻助

11科医科 i静岡学習指導

余暇指導

l l l l l l l l l l l l l l l l l l i プール!

生活環境整備

1 11 1 11 111 長臣寸引1講ー義 →歯H刊!♂一品鵠磁認 111 11 1 111 11 1 1 1 1 

保健・健康指導

1 | 1| 曜l暗記時りi導 日通1院鍔い !i !i !i 生指哩導 !i ! B 

対人関fli調畳

l l 1 l i 1 l l 1 ll 1← l 1l  l l i l l ll l l 

臨書指導

E1 1 1 1 11 1 1 1 』111 1 1 111 1 1 111作出-書し道り |l1 作業指調 11 11 11 1 

草接関係調整
1li 1 1ll 1 1-1 1 1 1 1 11 i 柑会応平・軍銭関{f調整[随?ら読者会 i第 3日)i

| 見学 I I 総会

ポ実ア習ラフターケア
生ンテの畳ィアけ入れ 11 | 11 | 1 1 l 1 1 l 11 |*時退県習者生平'1対草庭する奉叫仕員l寸の7畳け入品1l 1l | 1 ! 

事務整理

|l |l 艶一つ--Ji I il l ll I il報物向告刊宣 |1霊FEl1l 語草事項 |1l ー齢」1 

外整部機関と申連絡調
l l | l l| I !i ii l| *{福量と祉のと事連し事絡宅所調事4整務E課市}申|村年金諜 1 | 1 | 1 | 

会議・打ち合わせ

11 11 1l l 1l l 同ll謹絡員会 l L |聡民会議 Il1金] l 1l ll 1 連絡金|l l 

雑務・その他

L1 1 l 11  1 1l 1 1  1 1l 1 11 1 l 1 11 1 l 11  1 l 1l t i 1 l1 i 1 11 l 11 l l ll  1 1 l 
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-器3 臓務及び処遇骨折@ーE施設(葺護老人ホーム)

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

入(所一者日のの生日課活の涜れ

i 1 i1 諺 |1 3蜘 !1ii1711 1ニ;|12L濯機器i1ilア|1昼寝 | l 

勤務形魁

l l i 時i事務日系勤列@ん十 回I I I I I O内は勤務臓員数

|1111111  

個別媛助 l l l l個別相判 l l I 
日常生活銀助

|B i 比l|!排錦・洗掃!|朝鵠食慾f出備 !i後片付け i'i居り室見回 |ll洗湿介排自イ『i昼食主総備 l|i:食り事-見守斗it 間B引l 

学習指導
i 1 1 1 l 1 1 1 i 1 1 1 l 1 1 1 l 1 I 1 1 1 111  1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

余暇指導

1|1l 11| l 11i 11i 11l 自{治3会金) 1 クラブ活1動指導 i | i ト
|懇話会{占

生活環境整備

111 111 111 1 11 l11 a11 酬ト隊イレ、の読諸 |問|洗整植理、物布繕団 !!l |!i 洗村付濯けン取滋込 ! 1 | 

保健・健康指導

1i l 1ll 閥国窪m持勃“寸均者の1E1 1 l 1 1 l|i ラ吋 -体揖 ill 醐告()自拘己申ク |l | 1 1 

対人関係調整

i 1 11 l 1 11 1 111 1 11i 1 1 1l |lI {入作所業者を間ヤiのな調が整ら111l 11 1 ← 1 1 1 

強襲指導

l l l l 1l  i il 1 l l ll1 E l l 11l  l l 11l  l 11 l l 1 l 1 l 1 1 

京族関係調整
1l l l i 1l l l i 1 l l 1 ll l 1 !li 1 大師撞会絡調町i1応整対・軍践T1との 1a1 .1l 1 l 1 1 

実ポア習フラ タ ケア
生ンテの受ィけア入れ 1l l1 1l i 1 1E '1 1l t1 11 11 軒けン入テ4れ7費 l 1 i ! } 

事務整理

l11 l11 |11 l1l宿横入直室E窪電話記萱よ1柑 1l 1i 附記入目玉十|五の説譲明誌 11 1 1 

韮外部機関との連絡調

1| 1| 1一| 1 一| 1| 福金区盟間融F出空平商市金(個諜との人連財輯産)1調整 1 1 1 

会読・打ち合わせ

l i liii科「 !i ff一一結主 |13 ||配-食竹i郡-引12部ち!

雑務・その他

|i 護除1l 見叶i |l |l |1語擁護 11 11 i1 ! 
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者の物理的側面への働きかけ、精神的側面への働きか 高年齢児虫の地加によって、処遇や指導上の困離さを増

け、生活・環境的側面への働きかけが行なわれているわ している己と、 C施設においても、精神的な問題を抱え

けで、施設により、そのウエイトの誼き方に相違が見出 た母親の入所や、非就労者の在籍などによって、処遇の

される.これは、入所児 者の障害・健康ー社会・発迷 難易度が高くなっていることが示されている.一方他法

といった各晶件によって規定されるわけであり、これら に基づく D施設。 E施設の場合も同様で、 D施設では、

の諸条件を踏まえた上で、入所児・者一人一人が個とし 中高年齢化しつつある蹴害者に対する処遇のあり方を模

て、自立しうる領域を拡大させることである.そこに、 索中であること、 E施設でも、高齢で虚弱な老人の増加

施設処遇の効果が期待されるのである.従って今龍、日 に伴って、構厚なケアを要する入所者への処遇の確立が

常の実践に却しつつ、処遇の過程の細分析をはかること 求められているなどが提示されている.このように、入

によって、処遇概志整理へのアプローチを試みることが 所児 者の抱える問題 背景の複雑 多様化に対し、と

課題とされよう. のように柔軟に応えていくかが、各施設共通の実践課題

第三に、措置機関との連携体制の遣いである。各施設 の つである.

とも、入所児・者の家庭復帰、社会復帰にむけて、家族 ②処遇の継続性の確保

関係調整及び社会的関係等、その連携のあり方は長年の 各施設様々な職種の直接処遇職員及び間接処遇峨員が

課題となっている.日常的処遇はもとより、入所時にお 勤務している.しかもその勤務形態は 施設により相違

ける措置機関との銅盤過程に遣いがある.例えば 入所 はあるが、全般的に複雑なローテーション勤務体制が取

希聾者の畏期待機化が問題となっている D施設や E施設 られている。このことほとりもなおさず入所児・者にと

において顕著にあらわれている.適正な措置の確保のた っては 自己の担当職員以外の手による処遇を受けると

めにも、その方策に対する検討が必要であろう.同時 とを意味している。この点に関連して畠施設から、担当

に、日常的協働態勢のあり方も検討しなければならな クラスに入る時は個別的な指導が可能であるが、その他

い。 の場合では、入所児 者一人一人の状況を充分に把握し

第四に、 0法人全体には設立当初からの理患が存在 た上での対応は困難であること、また職員全体の構造を

し、それを基本として各施設ごとに方針が定められてい 把握しながら動くととの難しさなどがあげられている.

る.ζ の施設単位の方針や、施設長 磁員の編成等から このように職種の拡大、職員層の多様化(年齢 経験)

くる相違により、社会から期待されるニーズへの対応 等により、処遇の継続性を確保するととは容易ではない

に、若干の相違が見られる。それは社会福祉の動向、す が、処遇の公正さの見地から、また労働時間短縮化との

なわち、行政の施策展開及び地域社会の変化に即応可能 関連からも、乙の古くて新しい課題の解決に向けて、職

な条件整備の状況によって異なりが見られる.今後法人 員閣のチームワークのあり方の点検が肝要である.同時

全体として、地域の諸ニース・にフレキシブルな対応態勢 に、詳細な職務丹析の中から、処遇と勤務時間との接点、

をどのように築いていくかが迎営上の思題となろう。 を追及する必要がある.

。法人内各施設における機能の共通点として 6機能、 ③家族調整をめぐる課題

相逝点として 4機能について若干の考察をしたが、次に O法人内では、 C施設(母子寮)児のほとんどは、同

書施設が直面している実践上の課題についてまとめてお 一法人の A施設(保育所)へ通所している. A施設側か

きたい。 ら、 C施設児童の生活リズムの乱れが指摘されており、

その原因の一つに、母親自身の生活習慣の未形成が上げ

3. 0法人内書施段における処遇上の実践課題 られている.この場合、母親と保母との協働によって干

①入所児者の変化に即応した処遇の確保 育てがなされるわけであるから、母親に対する呼び掛け

各施設から共通に上げられている実践課題の一つは、 と指導を、 C施設職貝と協働で進めていく必要がある.

入所児 者の変化に却応した処遇を、どのような形で保 つまり必要度に応じて、トータルな指導が可能であると

障するかという問題である。施設別に概観すると、 A施 いう、一法人内施設のメリットが、ケースによって柔軟

設では、終日働く母親の増加に伴って、朝早くから夕方 に生かされることが望ましい。

退くまで預けられる 0歳児が増加し、保母の手が足りな また入所児・者の家族関係調鼓の困難さは、何れの施

い時間帯(延長保育時)の処遇に支障をきたしかねない 設でも同様でめる. B施設では、親が存在する児抵の入

状況にあるとと、 B施設では、養護施設全般に言われて 所がその大部分となった今日、早期の家庭復帰にむけ

いるように、牢業不振・夜尿などの問題をもった児盟や て、どのような形で親を取り囲んだ処遇を進めるかが諜
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題となっている。しかし椅神的な問題を抱えた殺の増加 ③資源(場)の活用

や、函金・外泊の折、干どもに本当の姿を見せようとし 各施設には、施設基噂に基づき、各種設備及び備品が

ない親など、直商する壁は大きくて高い.一方 D.E施 備えられている.この物的環境の整備は、畠施設の機能

設では、家族と叩交流が疎遠にならないよう、目甜的な との関連ではかられていくわけであるが、処遇上差し支

関係の保持に努力が払われているが、家族 入所者双方 えない限りにおいて、各施設独自の物的設備を共有し告

に、交涜を好まないケースも少なからず存在し、その草 うことは不可能なととであろうか.殊に D施設の作業棟

族関係閣監に困難度を高めている。しかしいずれにして には、かなり高度な設備が備えられている己とから、己

も、家族と一体となった処遇の確立は、処遇上配慮しな の有効活用位、 B'C施設の職業実習に生かされよう.

ければならない必要条件であり、家族との関わりをプラ ④法人全体と地域との関係

スに転化していくような処遇が盤要である. 各施設聞の連携を進める上での問題点として、@各施

④地域社会との関係のもち方 設の独立採算性と施設問協力が必ずしもそぐわないと

各施設とも、施設設備の開放やボランティアの受け入 と、@各施設独自の機能・雰阻気を有すること、@職員

れ等を通じて、施設の社会化が実践されている.しかし の意識として、他施設との連携は負担になるとの考えが

「地域」と「各施設毎Jとの関係に終始している.例え 少なからず見られるとと、@他施設の業務と入所児・者

ばD施設では、処遇の一環として、区立ブールや茶室を を理解していない己と→そこから無用の誤解が生れる恐

はじめとする地域置源の積極的活用がはかられている れがある己と、などが研究会にて報告されている.従つ

が、施設側からの利用に留っている.そこでもう一歩進 て今後は、とのような意識を払拭した上で、処遇上の諸

めた形で、住民と入所児・者との相互の自然な関わりを プログラムにどのように入所児ー者の主体的害加を促し

創出できるようなプログラムを考案することによって、 ていくかが探題となる.本研究会が一つの契機となり、

地域住民の理解を深める方向が求められる。それによっ この亙、法人全体としての fl1!祭り」が開催された.と

て、 「地域と施設Jが相互連携をとりあったコミュニテ れまでは帯施設独自に、目時も別々になされていた。今

ィア ケアの推進の途が閥かれよう. 回の合同プログラムは、異種施設聞のチームワークの披

進への契機となったのではないか.

4. 0法人内各施設問における相互関係の推進 それは、法人として地域に働きか貯る紫地が作られた

次に、 0法人内にお吋る各施設聞の相互関係の拡大に ζ と、今後、職員問、入所児 者問、職員及び入所児・

むけての課題について検討しておきたい. 者聞の相互関係を結ぶきっか貯がつくられたことであ

①職員機能の交抗 る.そして回を重ねるによって、 0法人を一つの核とし

O法人内には、職種 年齢ー経験等において、実にパ て、在宅の障害児・者や老人、児1置とその家旗との日常

ラエティに富んだ多くの職員が勤務している。そこで、 的関係を深めていくととができょう.

この個々の職員が有する知識 技術・特技等を生かし合

えるような、また、職員の自主的相互宇留の可能な環境 111 今後に向けて

づくりが必要である.このととが、処遇向上にもつなが

っていくととになろう. 研究目的にて述べたように、本研究の目的の一つは、

@入所児ー者の相E交流 法的根拠の異なる各種福祉施設闘の連携のもとに処遇を

O法人内施設問関係図(図1)に表わされているよう 効果的に推進すること、処遇上の基本的視点とその具現

に、個々の施設問では、入所児 者相互に往来してい 化過程、すなわち処遇の枠組を新たに構築していくとと

る.とれを B施設と E施設との関係で見てみると、児童 にある。そのためには、施設職貝の標準的な処遇内容

と老人が一緒に将撲を指したり、老人の体験談を伝え聞 と、施設聞の独自性をふまえたプログラムとの関係、処

いたりなどの形で焚流がほかられている。こうした世代 過プロセスを骨折することが必要となる.つまり常に相

をζ えた交涜は、自然な形で児童が老人を理解する一場 互の関連に留意しつつ、入所児 者のニーズに基づい

面になると共に、生活文化の伝承となろう.また、児童 て、職員の関わり方、及び入所児・者の変化に基づく処

及ぴ老人現方にとって、人間関悟拡大の契機となる.従 過の柔軟性(効果)、その評価という処遇のダイナミスゆ

って、積極的そして計画的に推進していくプログラム ム在、マトリックス的に解明していくととが肝要である

イベント専における場面関係だけではなく、より日常的 と考える.とれによって、処遇職員の専門性といわれる

な相互交流の場の設定が求められるのである。 内容に、何らかのメスが入れられるのではなかろうか。
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それによって、処遇の基本的共通の枠組提示が可能とな 在宅福祉サービスを有機的に関連づ付るためのネットワ

るのではなかろうか. ークに対し、一法人がどのような機能を果たしうるか.

本研究の今一つの目的は、入所児ー者と地域、施設 公私の責任分担と協働の中で、地域と施設がお互いに宝

{法人)と 1也媛、入所児・者の草族(地域在住)と地域 え合う地域社会の形成に向吋て、どのような準備が必要

との関係を探る中から、小地域における既存の各種福祉 とされているのかについて明らかにしていきたい.その

施設と地械住民、行政、民間団体、ボランティア帯々と 過程に各種福祉施設、行政・民間団体(主として社会福

のネットワークのあり方を、実践レベルの側面から考察 祉協議会)の機能分担を検討しつつ、来たるべき高齢社

し、人生の出発点である児童を中心とし、老人に圭るま 舎における、児震をはじめとしてその他の諸ニーズに対

での一貫した地域ケアのモデルを形成するととにある. 応できる、地域社会におけるケア・システムへの提言が

そのために、地域を舞台として、施設補祉サービスと できればと模索中である.
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